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「なまずの会」地下水位・温泉温度等観測結果 (2023 年 )

板寺一洋（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに　
「なまずの会」では、神奈川県を

中心とした各地の観測会員の皆様に

より、井戸の水位や温泉温度、そし

て、それらに影響する気圧や降水量

の観測を行っています。2023( 令和

５) 年 1 月の時点で、観測会員数は

９名で、観測井戸は、神奈川県のほ

か、東京都、静岡県、兵庫県に分布

しています（図１および表 1、観測

休止中を含む )。

事務局（温泉地学研究所）では、

各会員から通信はがきや封書、電子

メールなどにより送られてきた観測

図１　地下水位・温泉温度観測点分布
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データをコンピュータ入力し、月ご

とのグラフを作成し、各会員にお返

しするとともに、異常な変化がない

かどうか検討しています。ここでは、

なまずの会の会員による 2023( 令

和５) 年の観測結果について報告し

表１　「なまずの会」観測地点一覧。（休止中を含む）
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表２　横浜と東京の両方、または、静岡 ( 浜松市 )、兵庫 ( 丹波市 ) のいずれかが震度１以上となった地震（2023 年）
　図 3 から６では、震度の欄を黒塗りした地震の発生時刻を▼で示した

ます。

2022( 令和４) 年の地震活動
気 象 庁 (2024) に よ れ ば、

2023( 令和５) 年に日本周辺で発生

した M（マグニチュード）6.0 以

上地震は 19 回（2022( 令和４) 年

は 19 回）で、ほぼ過去 10 年間の

平均的な発生回数だったとされてい

ます。国内で最大震度５弱以上の揺

れが観測された地震は計 8 回発生

（2022 年は 15 回）し、5 月 5 日に

能登半島沖で発生した地震（M6.5）

では最大震度６強の揺れが観測され

ました。また、鳥島近海で発生した

地震（10 月 5 日 M6.5、10 月 6 日 

M6.0）など計 4 回の地震（活動）

にともない津波が観測されました。

観測会員による水位の観測結果と

地震との関係を検討するため、イン

ターネットで公開されている気象

庁の震度データベースの検索サイ

ト (https://www.data.jma.go.jp/svd/

eqdb/data/shindo/index.html) を 利

用して、観測点の所在する地域で有

感となった地震をピックアップしま

した。具体的には 2023( 令和５) 年

１ 月 １ 日 0 時 00 分 か ら 12 月 31

日 23 時 59 分までの間に、横浜（横

浜地方気象台　横浜市中区山手町）、
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図２　(a) 横浜と東京の両方、(b) 浜松市、(c) 丹波市でそれぞれ有感となった地震の震央分布　エリアごとに観
測点の位置を★印で示した。それぞれ観測点からの震央距離が 200km 以内でマグニチュードが最大であった地
震について、発生時刻とマグニチュードを記載した。
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東京（気象庁　東京都千代田区大手

町）、および、観測点のある静岡県

浜松市、兵庫県丹波市において、そ

れぞれ震度１以上の揺れが観測され

た地震を検索しました。その結果を

もとに、横浜と東京の両方、または

浜松市、丹波市のいずれかが震度１

以上となった地震を選別したとこ

ろ、その条件にあてはまる地震数は

47 回でした。それらの地震の震源

位置（緯度経度および深さ）および

M を表２に示しました。

表２に掲げた 47 回の地震のうち

M6 以上の地震は 3 回でした。5 月

5 日に能登半島沖で発生した M6.5

の地震は、震源地を含む石川県能登

地方の地殻内で発生しました。5 月

26 日に千葉県東方沖で発生した地

震（M6.2）は太平洋プレートとフィ

リピン海プレートの境界で発生した

ものでした。6 月 11 日に苫小牧沖

で発生した M6.2 の地震は太平洋プ

レート内部で発生したものでした。

（地震調査研究推進本部；2023a、

2023b、2023c）

2023( 令和５) 年の観測結果
本多ほか (2024) は、6 月 2 日に

気象庁の箱根、小田原両観測点で日

雨量としては観測史上 6 番目に多

い雨量が観測され、その影響により

温泉地学研究所の地下水位観測点の

いくつかで水位が上昇していたこと

を報告しています。各会員による

2023( 令和５) 年の観測結果にも同

じように 6 月初頭の急な水位の上

昇が観測されています。

以下、表２に掲げた地震に関連し

た異常変化が観測されていないかど

うかに注目しながら振り返ってみま

しょう。水位の観測結果との比較の

ため抽出した地震の震央分布を図２

に示しました。観測結果を示すグラ

フ（図 3 から 7）は、地下水位につ

いては神奈川、東京、静岡 ( 浜松市 )、

兵庫 ( 丹波市 ) という地域ごとに、

また温泉温度は箱根地域について

示しました。地下水位に影響を与え

る気圧と雨量については、地域内の

観測会員が測定している場合はその

データを表示し、地域内に観測会員

のデータが無い場合は、近接する気

象庁の観測点におけるデータ ( 過去

の気象データ検索 http://www.data.

jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

による ) または温泉地学研究所の観

測点におけるデータを用いて示しま

した。

神奈川・東京（図３および図４）
神奈川県伊勢原市の No.27 では、

３月下旬までほぼ一様に地下水位が

低下した後、降雨の影響により上昇

している様子が観測されています。

４月以降は事情により観測中止とな

りました。同じく伊勢原市の No.96

の水位には、気圧の変化や降雨の影

響による細かな変動とともに、数か

月程度の期間の雨量の多少に対応し

て上下する年変化が認められます。

2023( 令和５) 年に横浜 ( 横浜地

方気象台 ) と東京（気象庁）がと

もに震度 1 以上となった地震は計

31 回 で し た（ 表 2、 図 2(a)）。 そ

れらのうち観測点からの震央距離

が 200km 以内で M が最大だった

のは 5 月 26 日に千葉県東方沖で発

生した地震（震源の深さ 50km、Ｍ

6.2）でした。また、観測点から最

も近い場所で発生したのは１月 29

日の神奈川県西部の地震（震源の

深さ 144km、M4.9）でした。図３

にそれらの発生時刻を▼で示しまし

た。この地震の発生時を含めて、表

2 に掲げた地震に関わるとみられる

異常な変化は観測されていません。

東京都品川区の No.336 の水位に

は、雨によって数十 cm 程度上昇し

た後、半月から一カ月程度かけて元



70  観測だより 74号，2024

図４　地下水位観測結果（東京）
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図３　地下水位観測結果（神奈川）
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に戻る特徴があることがわかってい

ますが、6 月初頭の大雨の際には１

ｍ近く急上昇した後、数日で低下す

る鋭敏な反応が観測されました。

2023( 令和 5) 年に横浜 ( 横浜地

方気象台 ) と東京（気象庁）がと

もに震度 1 以上となった地震は計

31 回 で し た（ 表 2、 図 2(a)）。 そ

れらのうち観測点からの震央距離

が 200km 以内で M が最大だった

のは、5 月 26 日に千葉県東方沖で

発生した地震（震源の深さ 50km、

Ｍ 6.2）でした。また、観測点から

最も近い場所で発生したのは 11 月

10 日の神奈川県西部の地震（震源

の深さ 105km、M4.2）でした。図

４には、それらの発生時刻を▼で示

しました。この地震の発生時を含め

て、表 2 に掲げた地震に関わると

みられる異常な変化は観測されてい

ません。

静岡（図５）
静 岡 県 浜 松 市 の No.370 と

No.477 はともに遠州灘に面した海

岸付近に近接して位置しています。

そのため、地下水位そのものだけで

なく年間を通した変化の様子や降雨

に対する反応の様子も似通ってお

り、６月初頭や８月上旬の大雨時に

は数十 cm におよぶ水位の上昇が観

測されています。一方、10 月の上

旬にも日量 100mm を超える雨量

が記録されていますが、その際の水

位の上昇は顕著ではありませんでし

た。板寺（2023）は、この地域の

浅い地下水位に、近傍の雨だけでな

くより広い範囲の雨の影響が表れて

いる可能性を指摘しています。同じ

ような降水量の雨に対する水位変化

のパターンが時によって異なるの

は、雨の原因の違い（たとえば前線

通過によるものか、局所的に発達し

た積乱雲によるものかなど）による

図５　地下水位観測結果（静岡）
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広い範囲の降水量の分布状況の違い

によるものなのかもしれません。

2023( 令 和 5) 年 に 静 岡（ 浜 松

市）で震度 1 以上の揺れが観測さ

れた地震数は計 12 回でした（表 2、

図 2(b)）。それらのうち震央距離が

200km 以内で M が最大だったの

は 5 月 22 日に新島・神津島近海で

発生した地震（震源の深さ 11km、

Ｍ 5.3）でした。また、観測点から

最も近くで発生したのは 5 月 28 日

の静岡県西部の地震（震源の深さ

31km、M3.1） で し た。 図 5 に は

それらの発生時刻を▼で示しまし

た。これらの地震の発生時を含めて、

表 2 に掲げた地震に関わるとみら

れる異常な変化は観測されていませ

ん。

兵庫（図６）
兵庫県丹波市の No.433 では、こ

の観測井の特徴である降雨後に２日
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程度かけて 1 ～２ｍ程度上昇した

後、数日かけてゆっくりと低下する

変化が１月末まで観測されていま

す。２月以降は事情による観測中断

により欠測となっています。

箱根地域（温泉・蒸気温度 図７）
箱根町大涌谷の蒸気井では、施設

の改修やメンテナンスのため一年

を通しての観測が難しいという事

情があります。No.487(A) の温度は

2022( 令和４) 年 11 月時点と同程

度でしたが、1 月上旬にわずかな低

下傾向が見られました。No.487(B)

や (C) では、いずれも 170℃を超

える高い温度が観測されており、7

月から 11 月までの期間中は概ね

一定していたことがわかります。

No.487(D) では施設の改修後に温度

が上昇し、2 カ月ほどかけて落ち着

いていく様子が見て取れます。

2023( 令和５) 年、箱根火山では

8 月、10 月に小規模な群発地震活

動が観測されるなど、地震数が僅か

に多い状況が続いていました（本多・

安部、2024）が、源泉所有者から

温度異常など特段の通報は無かった

ことも踏まえると、No.487 では火

山活動の影響による温度の変化は生

じていなかったと考えられます。

おわりに
今回の報告では 2 名の方が事情

により観測を中止なさったことをお

知らせしました。いずれも会の発足

当初から加わっていただいた方で

す。長い間、なまずの会の活動にご

協力いただいたことに御礼申し上げ

ます。同様のことは、ここ十数年の

間に少なからず起こってきたことで

あり、現在、実質的に水井戸の観測

を続けていただいているのは４名と

なってしまいました。こうした現状

を受け止め、事務局ではなまずの会

の今後について決断しなければなら

ない時期に来たものと考えておりま

す。その件につきましては、改めて

ご相談させて頂きたいと思います。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 地 震

（M7.6）の発生により、輪島市と志

賀町で震度７の揺れが観測されるな

ど能登半島を中心とする関越～北陸

地方が強い揺れに見舞われました。

さらに震源域が海域にかかっていた

ことから津波が発生したほか、朝市

で知られている輪島市中心街が火災

に見舞われるなど人的・物的に多大

な被害が生じました。この場をお借

りして、地震の犠牲になられた方々、

被災された方々に心よりお見舞いを

申し上げます。

この地震は M7.6 と関東地震の３

～４分の１程度という規模であり、

市街地、山間部のそれぞれが大規模

地震に見舞われた際の被害の状況を

改めて知らしめています。地震の揺

れそのものだけでなく津波や火災が

いかに被害につながっていったの

か、地盤変動や降雪が避難行動や復

旧作業に及ぼした影響など、今後の

調査結果も待たなければならない事

柄はありますが、いずれも地震防災

について考えるうえで大きな教訓と

もなるものと感じています。これま

でも私たちは枚挙にいとまがないほ

ど地震による被害の様子を目にして

きました。被災地の一日も早い復旧

を願いうととともに、改めて私たち

図６　地下水位観測結果（兵庫）
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図７　蒸気温度観測結果（箱根）
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しなければなりません。
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いただきました。厳しい暑さや寒さ

など不順な天候に見舞われる日もあ
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る中、日々、地道な観測を継続して

いただいた皆さまに改めまして感謝

申し上げます。
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